
３か月～高校３年生
相当年齢対象

大田原市で実施している予防接種一覧
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　市では、対象年齢に応じた複数の予防接種を
実施しています。
　接種年齢に初めて該当するお子さんには、個
別に通知をお送りしていますが、通知の有無に
かかわらず、接種年齢になりましたら早めに予

防接種を受けましょう。
　予防接種を受けるときは、親子(母子)健康手
帳を持参し、お子さんの体調の良い時に保護者
同伴で受けてください。
　予防接種についてわからないことがありまし
たら、こども課母子健康係までお気軽にお問い
合わせください。

●なるべく｢望ましい接種年齢｣の間に受けましょう。
●｢未満｣とは、「誕生日の前々日まで」をいいます。
●BCGなど、医療機関によっては実施していない予
　防接種がありますので、医療機関で予防接種を受
　ける(個別接種)時は、事前に連絡をしてから受け
　てください。
●対象年齢内に接種する方の定期接種の費用は、市
　が負担しますので、窓口での支払いはありません。
●６か月以上１歳未満のお子さんで、早産児・低出
　生体重児などに該当し、BCGを生後６か月以内に
　接種できなかったお子さんは、こども課母子健康
　係または市内の医療機関にお問い合わせください。

●三種混合予防接種の初回接種は、１～２回目、２
　～３回目までの間隔を20～56日あけて接種してく
　ださい。次の接種までに56日を過ぎてしまった場
　合は、行政措置の定期外(任意)の予防接種になり、
　接種時に自己負担が生じます。
●２歳以上高校２年生に相当する年齢の方で、過去
　に麻しんにかかったことがなく、麻しん予防接種
　を一度も受けたことがない方は、こども課母子健
　康係または医療機関にご相談ください。
●日本脳炎予防接種について、平成17年５月に厚生
　労働省から市町村に対し、定期予防接種としての
　積極的勧奨を行わないよう勧告がありました。た
　だし、保護者が強く希望する場合は接種が可能です。

■問い合わせ
　こども課母子健康係 　　(２３)８６３４

ＢＣＧ
・かかりつけの医療機関
　に予約し、個別に接種
　してください。
・予診票は各医療機関に
　あります。
・予防接種を受ける時は、
　受け方について事前に
　医療機関に確認し、予
　約してから受けましょ
　う。
・市外の医療機関で接種
　を希望する場合は、事
　前にこども課母子健康
　係へ連絡してください。

２歳以上高校２年生相当の年齢で、過去に一度も麻しん予防接種を受けておらず、
麻しんにもかかったことがない方
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予防接種の種類 望ましい接種年齢 予防接種の受け方

生後３か月～６か月未満

【第１期】生後12か月～24か月未満の
　間に１回
【第２期】５歳以上７歳未満で、小学
　校入学前の１年間に１回
　★幼稚園・保育園などの年長児相当
【第４期】高校３年生相当の期間に１回
　★４～６月の接種が望ましい　　　
　★平成４年４月２日～平成５年４月
　　１日生まれの方で学生ではない方も
　　含む

三種混合
・ジフテリア
・百日せき
・破傷風

生後６か月未満

生後３か月～
90か月未満

麻しん・風しん
　麻しん風しん
　混合ワクチン

予防接種法で定めら
れている接種年齢

同　　左

麻しん
　単抗原ワクチン

ポリオ

二種混合
・ジフテリア
・破傷風

麻しん・風しん
　麻しん風しん
　混合ワクチン

生後３か月～18か月の間に２回

【第２期】小学６年生相当の期間に１回
　★平成10年４月２日～平成11年４月
　　１日生まれの方

【第３期】中学１年生相当の期間に１回
　★平成９年４月２日～平成10年４月
　　１日生まれの方

生後３か月
～90か月未満

同　　左

・大田原東地区公民館な
　どで集団接種します。
・予診票は初回接種対象
　時に個別に郵送します。
　(２回分を一度に送付)

・各小学校・中学校で実
　施します。集団で受け
　られない場合は、かか
　りつけの医療機関で接
　種できます。
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【初回】生後３か月～12か月の間に
　３回
【追加】初回接種３回目が終了して
　から１年～１年半までに１回
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★１回目の接種から41日以上の間隔
　をあけて２回目を接種。
★市では、４月と10月に集団接種を
　実施しています。

《予防接種に関する注意事項》

お知らせ
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